
令和７ 年３ 月１ ３ 日 

  建設消防委員会 

都市計画課 

 

令和６ 年度第２ 回浜松市都市計画審議会について 

  

 

令和６ 年度第２ 回浜松市都市計画審議会（ 令和７ 年２ 月１ ４ 日） において、 以下について

審議、 了承さ れたため、 報告し ま す。  

 

 

１  阿蔵山地区関連の都市計画決定及び変更 

新東名高速道路浜松浜北Ｉ Ｃ の北約３ kmに位置する 阿蔵山地区について、 将来の工業

需要に対応し 、 工業の利便増進と 周辺住宅地の居住環境に配慮し 保全を図る ため、 用途

地域、 地区計画、 都市計画道路の都市計画決定及び変更をする 。  

 

●位置図（ 都市計画図）             
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（ １ ）  用途地域 

  ①工業地域（ 16. 3ha）  

     今後、 工業用地造成が行われ、 確実に工業的土地利用に供さ れる 阿蔵山地区を工

業用地と し て位置付け、 工業の利便増進を図る ため、 用途地域を第一種低層住居専

用地域及び第一種住居地域から 工業地域に変更する 。  

  ②第二種中高層住居専用地域（ 0. 04ha）、 第一種住居地域（ 0. 4ha）  

     隣接する 既存の用途地域と の整合を図る ため、 用途地域を第一種低層住居専用地

域から 第二種中高層住居専用地域及び第一種住居地域に変更する 。  
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（ ２ ）  地区計画 

用途地域を工業地域に変更する 区域において、 工業の利便増進と 周辺住宅地の居住環境

に配慮し 保全する ため、 阿蔵山地区計画（ 約 16. 3ha） を決定する 。  

   Ａ ： 工業促進地区（ 約 15. 3ha）  

工業の利便性を高めた工業地と し ての市街地形成を図る 。  

  Ｂ ： 住宅配慮型工業地区（ 約 1. 0ha）  

    周辺住宅地の居住環境を配慮し つつ、 工業の利便性を高めた工業地と し ての市街地

形成を図る 。  
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（ ３ ）  都市計画道路 

阿蔵山地区の開発計画の進捗に伴い、 開発区域と の整合を 図る ため、 都市計画道路の区

域を変更する 。（ 法面の一部を区域から 除外）  

  ●3・ 4・ 207 号 阿蔵船明線  変更区間延長 約 370m 

  ●3・ 4・ 208 号 阿蔵山線   変更区間延長 約 230m 
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２  国立大学法人浜松医科大学の都市計画変更 

都市計画と 現況と の整合を図る ため、 都市計画の名称及び区域を変更する 。  

 

 名 称 面 積 

変更前 国立医科大学 約 32. 0 ha 

変更後 国立大学法人浜松医科大学 約 31. 7 ha 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  変更箇所 
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